
1 出力共通項目

an 398 M M

メールサブジェクトには以下の項目を出力
・船舶コード　９桁
・航海番号　１０桁
・船会社コード　４桁

2 業務コード
an 5 M M

業務コード ＭＦＩ業務の場合は「ＭＦＩ△△」を出力
ＤＭＦ業務の場合は「ＤＭＦ△△」を出力

3 内部処理業務コード

an 5 M M

業務コード ＭＦＩ業務の場合は「１ＭＲ△△」を出力
ＤＭＦ業務の場合は「１ＭＤ△△」を出力

（＊）処理結果コードの内容を確認する場合は、「１ＭＲ」
業務または「１ＭＤ」業務の業務メッセージ集を参照するこ
と

4 船舶コード
an 9 M M

コールサイン 入力された船舶コードを出力

5 航海番号
an 10 M X

ＭＦＩ業務の場合は入力された航海番号を出力

6 船会社コード
an 4 M M

入力された船会社コードを出力

7 船積港コード
an 5 C X

国連ＬＯＣＯＤＥ ＭＦＩ業務の場合は入力された船積港コードを出力

8 船積港枝番
an 1 C X

ＭＦＩ業務の場合は入力された船積港枝番を出力

9 船卸港コード
an 5 C M

国連ＬＯＣＯＤＥ 入力された船卸港コードを出力

10 船卸港枝番
an 1 C C

入力された船卸港枝番を出力

11

200

処理結果コード

an 15 M M

処理結果コード システムで判定した処理結果コードを出力

（＊）処理結果コードの内容を確認する場合は、「１ＭＲ」
業務の業務メッセージ集を参照すること

12

*

Ｂ／Ｌ番号

an 35 M C

抽出したＢ／Ｌ番号を昇順で出力

（＊）ＤＭＦ業務の場合で、Ｂ／Ｌに対するチェック処理以
外（積荷目録情報ＤＢチェック等）でエラーとなった場合
は、スペースを出力する

13
*

出港年月日
n 8 C C

貨物情報ＤＢに登録されている出港年月日（ＡＴＤ業務で入
力された出港年月日）を出力

14
*

出港時分
n 4 C C

貨物情報ＤＢに登録されている出港時分（ＡＴＤ業務で入力
された出港時分）を出力

15
*

グリニッジ標準時差分
an 5 C C

貨物情報ＤＢに登録されているグリニッジ標準時差分を出力

16
*

緩和措置対象地域識別
an 1 C C

貨物情報ＤＢに登録されている緩和措置対象地域識別を出力
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